
風水害への備え
最近の雨の降り方は、ゲリラ豪雨といわれるように短時間に

集中的に降る傾向が更に強まっています。事前に身の回りのど
こに危険な場所があるのか確認し、そして様々な方法で発信さ
れている防災気象情報を有効に活用して避難行動に結びつける
ことで、被害を減らすことができます。

〇 問い合わせ先 総務課 36-4111 〇

警戒レベル４で

危険な場所から 全員避難
避難とは難を避けること、つまり安全を確保することです。

安全な場所にいる人は、避難する必要はありません。

名 称：警戒レベル
発信者：町（災害対策本部）・気象庁
内 容：避難情報

名 称：警戒レベル相当情報
発信者：気象庁や岡山県
内 容：河川水位や雨の情報

緊急安全確保
（町から発表）

命の危険
直ちに安全確保５

避難指示
（町から発表）

危険な場所から
全員避難４

高齢者等避難
（町から発表）

危険な場所から
高齢者等は避難３

避難準備
（町から発表）

自らの避難行動を確認２

早期注意情報
（気象庁発表）

災害への心構えを高める１

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
氾濫特別警報５相当

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
氾濫危険警報４相当

レベル３
土砂災害警報

レベル３
大雨警報

レベル３
氾濫警報３相当

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
氾濫注意報２相当

早期注意情報
大雨や土砂災害の早期
注意情報を参考にする１相当

警戒
レベル 住民がとるべき行動 避難情報等

防災気象情報（警戒レベル相当情報）
１級河川などの氾濫 急傾斜地のがけ崩れや土石流
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■町が出す避難情報で確実に避難しましょう！
気象庁などから出る河川水位や雨の情報を参考に自主的に早めの避難をしましょう！

避 難 行 動 判 定 フ ロ ー

スタート！ あなたがとるべき行動は？

防災マップで自分の家がどこにあるか確認し、
印をつけてみましょう。

家がある場所に色が塗られていますか？

災害の危険があるので、原則として自宅の外に
避難が必要です。

ご自身または一緒に避難する方は避難に時間が
かかりますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚や
知人はいますか？

警戒レベル３が出た
ら、安全な親戚や知
人宅に避難しましょ
う。（日頃から相談
しておきましょう）

警戒レベル３が出た
ら、町が指定してい
る指定緊急避難場所
に避難しましょう。

色が塗られていなくても、周りと比べて低い土
地や崖のそばなどにお住まいの方は、町からの
避難情報を参考に必要に応じて避難して下さい。

※浸水の危険があっても
①洪水により家屋が倒壊又は崩落してしまうお
それの高い区域の外側である。
②浸水する深さよりも高いところにいる。
③浸水しても水がひくまで我慢できる。

水・食糧などの備えが十分にある場合は、自
宅に留まり安全を確保することも可能です。

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親戚や
知人はいますか？

警戒レベル４が出た
ら、安全な親戚や知
人宅に避難しましょ
う。（日頃から相談
しておきましょう）

警戒レベル４が出た
ら、町が指定してい
る指定緊急避難場所
に避難しましょう。

※ 防災マップ・ハザードマップは浸水や土砂災害が発生す
るおそれの高い区域を着色した地図です。着色されていな
い場所でも災害が起こる可能性があります。
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例 外

大河川以外の氾濫、低地の浸水


